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くすりの種類は年々膨大となって

おり，薬剤についての広範囲に及ぶ

知識はもはや医師の記憶容量の限界

を超えてしまっている。それでもポ

イント・オブ・ケアの臨床現場で

は，普段使い慣れていない薬剤につ

いての情報が必要となる場面は多

い。そんな時，臨床医はどのような

リソースを用いて薬剤情報を入手し

ているのだろうか。ネット上や電子

カルテ内にあるdrug information

（DI）や添付文書，製薬会社作成の

パンフレット，あるいは薬剤出版物

などを使用することもあるであろ

う。DIや添付文書は，網羅的記載

ではあるが単調な内容で，重要ポイ

ントがしばしば不明瞭である。ま

た，薬剤パンフレットやチラシはど

うしても製薬会社バイアスがあり，

信頼性に乏しい点がある。このよう

なことから，ネットが普及してベッ

ドサイドでモバイル端末が導入さ

れ，検索スピードはアップしたもの

の，こと薬剤情報については欲しい

情報を得るには意外と苦労する。

最前線で患者ケアに従事する臨床

医にとって重要な情報は，薬剤情報

の中でもエビデンスサマリーと信頼

できる臨床医の生のアドバイスだ。

それもあまり長い文章ではいけな

い。臨床現場では時間管理が常に優

先されるからだ。エビデンスサマ

リーと専門家のアドバイスがバラン

スよく記述されている『Pocket

Drugs』は臨床医にとってとても役

に立つリソースとなることは間違い

ない。

これまで類書は多種類出版されて

きた。しかし，これほどバランスよ

く，きちんとエビデンスサマリーと

信頼できる臨床アドバイスが配合さ

れたものはなかった。これまで長

年，べストセラーの上位に君臨して

きた『今日の治療薬』に対して，最

強のライバルが登場したといっても

過言ではないだろう。LessisMore

を提唱する評者にとって，薬価情報

も記載されていることは嬉しい限り

である。わが国の多数の医師が薬価

も考慮しながら，エビデンスと専門

家アドバイスに基づいた処方を行う

ことになれば，国民にもたらされる

利益は莫大なものとなる。このよう

な情報リソースはアップデートが重

要なので，毎年の改訂が望まれる。

その意味で，150人以上もの執筆者

そして編集者，監修者には大変な持

続的労力を覚悟の上で出版されたこ

とに感服する次第である。
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